
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
月
一
五
日
、
大
船
渡
市
民
会
館
（
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
連
合
岩
手
主
催
に

よ
る
「
震
災
復
興
＆
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌
岩
手
三
陸
」
が
開
催
さ
れ
、

気
仙
地
域
協
議
会
の
組
合
員
を
中
心
に
県
内
各
地
か
ら
一
七
〇
名
が
参
加
し
た
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
連
合
岩
手
と
気
仙
・
釜
石
遠
野
・
宮
古
地
協
で
実
行
委
員
会
を
結
成

し
、
復
興
と
暮
ら
し
の
底
上
げ
を
一
体
と
な
っ
て
進
め
、
幅
広
い
意
見
や
要
望
・
実
現
へ

の
「
壁
」
の
存
在
を
共
有
し
、
新
た
な
運
動
展
開
の
出
発
点
に
す
る
試
み
で
あ
り
、
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
復
興
へ
の
道
筋
を
検
証
し
た
。 

齋
藤
連
合
岩
手
会
長
は
、
「
復
興
へ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
先
進
事
例

と
し
て
岩
手
を
未
来
に
導
く
と
と
も
に
、
連
合
が
掲
げ
る
暮
ら
し
の
底
上
げ
に
な
る
と
考

え
て
い
る
」
、
連
合
本
部
の
山
根
木
総
合
局
長
は
「
地
場
の
中
小
企
業
を
よ
く
す
る
ヒ
ン

ト
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
戸
田
大
船
渡
市
長
か
ら
は
、

復
興
計
画
の
進
捗
状
況
に
触
れ
な
が
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。 
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明
治
３
０
年
時
代
後
半
の
伝

統
的
な
町
家
と
土
蔵
群
が
当
時

の
姿
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
「
旧

菅
野
家
住
宅
」
を
保
存
改
修
し
、

地
域
の
歴
史
的
か
つ
伝
統
的
な

魅
力
を
生
か
し
た
住
民
交
流
の

拠
点
と
し
て
住
田
町
が
整
備
し

た
「
ま
ち
や
世
田
米
駅
」
が
ま
も

な
く
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

こ
の
施
設
を
核
と
し
て
、
近
隣

に
あ 

る
ふ 

れ
あ 

い
公 

園
な 

ど
と 

共
に
、 

交
流 

人
口 

の
拡 

大
に 

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

施
設
内
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
「
す
み
カ
フ
ェ
」
と
レ
ス

ト
ラ
ン
「k

e
ra

s
s
e

（
ケ
ラ
ッ

セ
）」
が
あ
り
ま
す
。「
す
み
カ
フ

ェ
」
は
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
セ
ル

フ
サ
－
ビ
ス
（
有
料
）
に
よ
り
コ

ー
ヒ
ー
や
住
田
の
お
土
産
（
お
菓

子
）
な
ど
が
飲
食
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
（
交
流
の
場
）
で
、F

re
e
W

iF
i

も
完
備
し
て
お
り
待
ち
合
わ
せ

場
所
等
に
最
適
で
す
。 

「k
e
ra

s
s
e

（
ケ
ラ
ッ
セ
）
」

は
住
田
町
産
の
食
材
を
生
か
し

た
地
産
地
消
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

東
京
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
で
来
た
シ

ェ
フ
が
自
慢
の
腕
を
振
る
っ
て

い
ま
す
。
Ｇ
Ｗ
に
は
一
周
年
を
記

念
し
て
デ
ィ
ナ
ー
ブ
ュ
ッ
フ
ェ

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
住
田
町

を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

通
常
営
業
日
は
、
団
体
利
用
で

も
予
約
等
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

追
伸
：
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル
な
ど
の

飲
み
放
題
も
あ
り
ま
す
。
淳･

Ｓ 

 

祉
協
議
会
の
有
原
氏
、
岩
手
日
報

社
報
道
部
金
野
記
者
、
山
根
木
連

合
本
部
総
合
局
長
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
し
た
。 

仕
事
の
形
を
変
え
て
、
地
方
創

生
・
ま
ち
・
ひ
と
・
仕
事
の
地
域

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
創
る
。
働
き

方
改
革
に
は
働
く
文
化
・
当
事
者

意
識
を
も
っ
て
働
き
方
の
多
様

性
が
必
要
。
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
復
興
へ
の
取
り
組
み

や
課
題
を
出
し
合
い
、
出
席
者
と

も
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
発
展

へ
の
道
筋
を
探
っ
た
。 

   

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

【
基
調
講
演
】 

岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部

の
杭
田
俊
之
准
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
「
復
興
の
壁
を
超
え
る
た

め
に
～
産
業
と
雇
用
の
再
生
取

り
組
み
事
例
か
ら
～
と
題
し
て

講
演
し
た
。 

杭
田
准
教
授
は
、
釜
石
市
の
水

産
加
工
現
場
の
調
査
を
基
に
、
顕

著
に
な
っ
て
い
る
人
手
不
足
へ

の
対
応
の
あ
り
方
に
言
及
。｢

将

来
の
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、

雇
い
方
・
働
き
方
の
再
考
、
人
材

育
成
の
業
界
連
携
や
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
構
築
な
ど
が
必

要
に
な
っ
て
く
る｣

と
述
べ
た
。 

｢

ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ｣

に
向

け
て
、｢

三
つ
の
壁｣

①
現
状
把
握

の
壁
②
ひ
と
づ
く
り
の
壁
③
つ

な
が
り
の
壁
を
示
し
、
壁
に
関
連

し
、
壁
①
地
域
資
源
の
状
況
、
掘

り
起
こ
し
の
可
能
性
は
地
域
の

ク
ラ
シ
に
含
ま
れ
て
い
る
、
壁
②

｢

も
の
ご
と
を
動
か
す
、
転
が
す｣

中
で｢

ひ
と
づ
く
り
が
進
む
、
壁

③
地
域
、｢

ク
ラ
シ｣

と
い
う
発
想

で
事
業
組
織
の
連
携
の
場
づ
く

り
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
く
ら

し
目
線
の
運
動
論
を
と
訴
え
た
。 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

県
復
興
局
推
進
課
の
熊
谷
総

括
課
長
、(

株)

マ
イ
ヤ
の
米
谷
代

表
取
締
役
社
長
、
宮
古
市
社
会
福

政
府
は
、
本
法
案
に
つ
い
て
、

過
去
三
回
廃
案
と
な
っ
た
同
法
改

正
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
共
謀
罪
」

を
テ
ロ
対
策
の
必
要
性
を
強
調
し

た
罪
名
に
変
更
し
な
が
ら
、
衆
議

院
予
算
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
従

来
の
共
謀
罪
と
は
ま
っ
た
く
別
の

も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
説
明
を

繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
政

府
の
対
応
は
、
本
法
案
へ
の
国
民

の
疑
念
に
真
摯
に
こ
た
え
て
お
ら

ず
、
遺
憾
で
あ
る
。 

 

本
法
案
は
、
①
テ
ロ
等
準
備
罪

の
新
設
、
②
証
人
等
買
収
罪
の
新

設
、
③
犯
罪
収
益
の
前
提
犯
罪
の

拡
大
や
贈
賄
罪
及
び
関
係
罰
則
の

国
外
犯
処
罰
規
定
の
整
備
な
ど
を

主
な
内
容
と
し
て
い
る
。
中
略 

連
合
は
、
過
去
廃
案
と
な
っ
た

組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
に
盛
り

込
ま
れ
た｢

共
謀
罪｣

の
創
設
に
つ

い
て
、
中
略
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
の
趣

旨
と
現
行
国
内
法
と
の
関
係
を
整

理
す
る
こ
と
が
国
会
審
議
の
前
提

で
あ
る
と
し
て
き
た
。
テ
ロ
対
策

の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
国
民
生

活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け

た
法
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
が
目
的
と
す
る
越
境

組
織
犯
罪
の
防
止
は
積
極
的
に
推

進
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
法

案
は
前
記
の
整
理
が
不
十
分
な
ま

ま
提
出
さ
れ
て
い
る
。
一
般
の
企

業
や
労
働
組
合
、
団
体
な
ど
が
処

罰
の
対
象
と
な
り
う
る
懸
念
や
、

拡
大
解
釈
の
恐
れ
、
行
き
す
ぎ
た

捜
査
手
法
に
よ
る
人
権
侵
害
が
起

こ
り
う
る
可
能
性
な
ど
、
多
く
の

不
安
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。 

連
合
は
、
中
略
、
労
働
組
合
や

市
民
団
体
な
ど
の
正
当
な
活
動
が

不
当
に
監
視
や
処
罰
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
民
進
党
と

密
に
連
携
し
、
全
力
で
取
り
組
む
。 

 

安
倍
内
閣
は
、
三
月
二
一
日
、

｢

テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
そ
の
他
の
組

織
的
犯
罪
集
団
に
よ
る
実
行
準

備
行
為
を
伴
う
重
大
犯
罪
遂
行

の
計
画
の
罪｣

を
創
設
す
る
組
織

犯
罪
処
罰
法
一
部
改
正
案
を
閣

議
決
定
し
た
。 

2017年  月  日 

会場：盛川河川敷南側緑地公園 

気仙地区メーデー実行委員会 

私たちは、労働者の国際連帯の日を捉

えて、戦争や紛争、テロなど世界平和を

脅かす要因ともなる、貧困や飢餓、環境

破壊や人権侵害の撲滅に立ち向かい、す

べての人々へのディーセント・ワークの

実現を訴えます。 

本メーデーは、盛町内をデモ行進して

から集会やイベントを実施します。 

多くの皆さんの参加を待っています。 

 


